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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 22,845 16.1 1,562 46.3 1,617 42.4 915 49.0
26年3月期第1四半期 19,684 1.0 1,067 ― 1,135 819.2 614 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 1,160百万円 （△9.9％） 26年3月期第1四半期 1,287百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円銭 円銭

27年3月期第1四半期 21.37 ―
26年3月期第1四半期 14.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 103,432 59,742 56.9 1,373.05
26年3月期 104,016 59,572 56.5 1,370.27
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 58,857百万円 26年3月期 58,738百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 45,000 9.7 2,350 △28.3 2,400 △26.2 1,500 △15.7 34.99
通期 96,000 8.8 5,000 △23.4 5,100 △22.5 3,200 △25.4 74.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件お
よび業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 45,564,802 株 26年3月期 45,564,802 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 2,698,434 株 26年3月期 2,698,292 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 42,866,461 株 26年3月期1Q 43,182,538 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①受注高

当社グループの当第１四半期（平成26年４月１日～平成26年６月30日）における受注高は135億円（前年同

期比32.9％減）となりました。

橋梁事業につきましては、公共工事の前倒し発注が促進されましたため、国内新設橋梁の発注量は前年同期

を上回りましたものの、当社グループの受注高は63億４千万円（同53.5％減）となり、前年同期を下回りまし

た。依然熾烈な競争状態のなか、当第１四半期は総合評価落札方式の大型工事を僅差で逃すような状況が続き

ました。第２四半期に入りまして、中国地方整備局・水島港臨港道路橋梁（渡河部）その２などの大型工事を

受注することができております。

一方、システム建築事業の好調が続くエンジニアリング関連事業の受注高は、前年同期を上回る64億２千万

円（同8.6％増）となり、先端技術事業の受注高も前年同期を上回る７億３千万円（同32.1％増）となりまし

た。

②経営成績

当社グループの当第１四半期における経営成績は、売上高は228億４千万円（前年同期比16.1％増）営業利

益は15億６千万円（同46.3％増）、経常利益は16億１千万円（同42.4％増）、四半期純利益は９億１千万円

（同49.0％増）となり、第１四半期としての売上高と営業利益は過去最高となりました。以下セグメント別に

記載いたします。

（橋梁事業）

橋梁事業の売上高は豊富な手持ち工事の進捗によって前年同期を上回り、155億１千万円（前年同期比

18.9％増）となりました。売上高の増加に加え、大型保全工事の増額変更による工事採算の改善もありました

ため、セグメント利益は前年同期を上回り、11億７千万円（同41.7％増）となりました。

（エンジニアリング関連事業）

エンジニアリング関連事業はシステム建築事業の業績がさらに拡大しましたため、売上高は66億７千万円

（前年同期比15.5％増）、セグメント利益は５億円（同73.3％増）の増収増益となりました。

（先端技術事業）

先端技術事業は期首の受注残高が減少しましたため、売上高は４億６千万円（前年同期比27.5％減）、セグ

メント利益は３千万円（同74.6％減）の減収減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億８千万円減少し、1,034億３千

万円となりました。流動資産が借入金の返済などにより９億円減少し、株価上昇による「投資有価証券」の増加

などにより固定資産が３億２千万円増加しました。

負債は、前連結会計年度末に比べ７億５千万円減少し、436億９千万円となりました。流動負債が借入金の返

済などにより15億円減少し、「退職給付に係る負債」の増加などにより固定負債が７億５千万円増加しました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億６千万円増加し、597億４千万円となりました。期末配当金の支払い

や退職給付会計基準の改正に伴い「利益剰余金」が減少したものの、四半期純利益を計上したこと、および株価

の上昇により「その他有価証券評価差額金」が増加しました。この結果、自己資本比率は56.9％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、前回（平成26年５月14日

付け）公表いたしました予想値から変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35号本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

割引率の決定方法を変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が938百万円増加し、利益剰余金が734百

万円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 17,514 7,350

受取手形・完成工事未収入金等 41,888 36,593

有価証券 3,514 18,223

たな卸資産 1,240 1,287

その他 4,221 4,015

貸倒引当金 △7 △5

流動資産合計 68,372 67,465

固定資産

有形固定資産

土地 10,081 9,981

その他（純額） 8,309 8,390

有形固定資産合計 18,391 18,371

無形固定資産 907 886

投資その他の資産

投資有価証券 15,085 15,414

退職給付に係る資産 242 59

その他 1,057 1,275

貸倒引当金 △39 △39

投資その他の資産合計 16,344 16,709

固定資産合計 35,643 35,967

資産合計 104,016 103,432
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 17,662 17,755

短期借入金 50 50

1年内返済予定の長期借入金 1,008 －

未払法人税等 728 668

未成工事受入金 3,950 3,859

工事損失引当金 3,674 2,697

賞与引当金 1,793 2,079

その他の引当金 85 65

その他 1,504 1,773

流動負債合計 30,457 28,949

固定負債

社債 2,500 2,500

長期借入金 3,500 3,500

役員退職慰労引当金 696 586

退職給付に係る負債 6,784 7,701

その他 504 453

固定負債合計 13,986 14,741

負債合計 44,443 43,690

純資産の部

株主資本

資本金 9,435 9,435

資本剰余金 10,089 10,089

利益剰余金 39,156 39,081

自己株式 △1,707 △1,707

株主資本合計 56,974 56,898

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,826 4,040

土地再評価差額金 △2,372 △2,372

退職給付に係る調整累計額 310 291

その他の包括利益累計額合計 1,764 1,959

少数株主持分 834 884

純資産合計 59,572 59,742

負債純資産合計 104,016 103,432
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

売上高 19,684 22,845

売上原価 16,886 19,504

売上総利益 2,798 3,341

販売費及び一般管理費 1,730 1,779

営業利益 1,067 1,562

営業外収益

受取利息 3 1

受取配当金 93 111

その他 33 15

営業外収益合計 130 128

営業外費用

支払利息 25 21

持分法による投資損失 7 10

前受金保証料 12 14

団体定期保険料 10 10

その他 5 16

営業外費用合計 62 73

経常利益 1,135 1,617

特別利益

固定資産売却益 58 0

投資有価証券売却益 38 －

特別利益合計 96 0

特別損失

固定資産処分損 1 20

その他 0 3

特別損失合計 1 23

税金等調整前四半期純利益 1,231 1,593

法人税等 616 627

少数株主損益調整前四半期純利益 614 966

少数株主利益 0 50

四半期純利益 614 915
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 614 966

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 672 214

退職給付に係る調整額 － △19

その他の包括利益合計 672 194

四半期包括利益 1,287 1,160

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,287 1,110

少数株主に係る四半期包括利益 0 50
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

橋梁事業
エンジニア
リング関連
事業

先端技術
事業

不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,044 5,780 642 216 19,684 － 19,684

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 13,044 5,780 642 216 19,684 － 19,684

セグメント利益 827 288 119 107 1,344 △276 1,067

（注）１．セグメント利益の調整額△276百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経理部門等の管理部

門に係る費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

橋梁事業
エンジニア
リング関連
事業

先端技術
事業

不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 15,511 6,677 465 191 22,845 － 22,845

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 15,511 6,677 465 191 22,845 － 22,845

セグメント利益 1,173 500 30 112 1,817 △254 1,562

（注）１．セグメント利益の調整額△254百万円は、全社費用等であり、主に当社の総務・人事・経理部門等の管理部

門に係る費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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４．補足情報

売上高、受注高及び受注残高（連結）

期 別

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間 増 減

（△印は減）

前連結会計年度

(自 平成25年4月１日 (自 平成26年4月１日 (自 平成25年4月１日

至 平成25年6月30日) 至 平成26年6月30日) 至 平成26年3月31日)

区 分 金 額(百万円) 金 額(百万円) 金 額(百万円) 金 額(百万円)

売

上

高

橋梁事業 13,044 15,511 2,467 58,685

エンジニアリ

ング関連事業
5,780 6,677 896 26,132

先端技術事業 642 465 △176 2,581

不動産事業 216 191 △25 812

合 計 19,684 22,845 3,161 88,212

受

注

高

橋梁事業 13,646 6,341 △7,304 72,037

エンジニアリ

ング関連事業
5,918 6,429 510 29,064

先端技術事業 554 732 178 2,233

合 計 20,119 13,503 △6,615 103,335

受

注

残

高

橋梁事業 80,835 84,416 3,580 93,586

エンジニアリ

ング関連事業
10,612 13,158 2,545 13,406

先端技術事業 910 916 6 649

合 計 92,359 98,491 6,132 107,642

（注）売上高は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた金額です。

㈱横河ブリッジホールディングス（5911） 平成27年３月期 第１四半期決算短信

-9-


	H2606短信サマリー0723_1447
	H2606短信文章他_0730_0847



